
しんしのつ
お茶の間の議会情報誌

議会通信
Shinshinotsu Village Assembly Information

村政のここが聞きたい
　～議員から一般質問～

第２回定例会

2023年（令和５年）
８月１日発行

第132号

第33回商工会夏まつりのチラシに、『完全復活!』の文字。４年
振りのまつり開催に、懐かしさが浮かぶ。
盛り上がったまつりのあと、久しぶりだったみんなとの別れが
少し淋しかったけれど、またすぐに『新しのつ青空まつり』が
開催される。



No.132　議会通信しんしのつ 2

Shinshinotsu  Village  Assembly  Information

2

◎
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
報
酬

２
８
０
万
円

・‌�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補

助
金（
防
災
）

２
０
０
万
円

・‌�

住
民
税
非
課
税
世
帯
支
援
給

付
金

２
１
０
０
万
円

・‌�
友
好
都
市
提
携
二
十
周
年
記

念
事
業
（
需
用
費
・
使
用
料

及
び
賃
借
料
）

44
万
円

・‌�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
策
費８

４
０
万
円

・‌�

指
定
管
理
施
設
営
繕
費
負
担

金

１
３
０
０
万
円

・‌�

農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
交

付
金

１
５
７
万
円

・
橋
梁
塗
膜
調
査
業
務
委
託
料

６
６
４
万
円

・‌�

運
動
公
園
内
整
備
工
事
、
海

洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
屋
根
雪

止
金
具
撤
去
工
事４

９
１
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

６
５
４
３
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

36
億
８
６
２
８
万
円

一
般
議
案

◎
新
篠
津
村
第
３
地
区
社
会
教

育
会
館
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

新
た
に
施
設
を
設
置
し
た
た

め
、
そ
の
施
設
及
び
管
理
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

で
す
。

◎
新
篠
津
村
宿
泊
研
修
施
設
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

施
設
に
整
備
さ
れ
て
い
た
ス

ポ
ー
ツ
施
設
及
び
井
水
施
設
は
、

施
設
設
備
の
老
朽
化
や
廃
止
に

よ
り
現
状
利
用
し
て
お
ら
ず
、

今
後
の
整
備
再
利
用
も
予
定
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
利
用
料
金

の
浴
室
料
設
定
に
関
し
、
昨
年

か
ら
の
光
熱
費
、
燃
料
費
が
高

騰
し
て
お
り
、
施
設
の
維
持
管

理
運
営
に
お
け
る
現
行
の
上
限

額
の
見
直
し
に
よ
り
本
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
し
の
つ
公
園
施
設

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

改
正
漁
業
法
の
施
行
に
伴
い
、

内
水
面
に
お
け
る
漁
業
権
の
切

替
方
針
及
び
運
用
に
お
け
る
基

本
的
な
考
え
方
が
改
め
ら
れ
た

の
を
受
け
、
し
の
つ
湖
に
お
け

る
漁
業
権
の
要
件
が
満
た
さ
れ

ず
許
可
が
さ
れ
な
く
な
り
、
本

条
例
の
わ
か
さ
ぎ
釣
り
の
利
用

料
金
に
係
る
別
表
の
標
記
を
修

正
す
る
も
の
で
す
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

【
工
事
名
】

　
公
共
施
設
屋
上
防
水
改
修
工
事

【
工
事
概
要
】

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

屋
上
防
水
・
外
壁
改
修
工

　

一
式

　

メ
ゾ
ン
ニ
ュ
ー
し
の
つ
Ａ

　

屋
上
防
水
・
外
壁
改
修
工

　

一
式

　

メ
ゾ
ン
ニ
ュ
ー
し
の
つ
Ｂ

　

屋
上
防
水
・
外
壁
改
修
工

　

一
式

【
契
約
金
額
】

　

５
５
０
０
万
円

【
契
約
相
手
方
】

　

札
幌
市
中
央
区

　

岩
倉
建
設
株
式
会
社

【
工　

期
】

　

令
和
５
年
10
月
12
日
ま
で

顕
　
　
彰

◎
村
政
功
労
者
に
３
名
を
同
意

　

永
年
に
わ
た
り
、
代
表
監
査

委
員
及
び
農
業
委
員
と
し
て
地

方
自
治
と
地
域
農
業
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
元
新
篠
津
村

農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
の
西
井
通
泰
氏
、
永
き
に
わ

た
り
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

前
議
長
の
藤
永
康
夫
氏
、
前
副

議
長
の
髙
井
博
美
氏
の
推
薦
が

あ
り
、
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

定
例
会
の

　　　主な
内
容

令
和
５
年
第
２
回
村
議

会
定
例
会
が
、
６
月
19
日
か

ら
23
日
ま
で
の
５
日
間
の

会
期
を
も
っ
て
招
集
さ
れ

ま
し
た
。

初
日
は
、
補
正
予
算
及
び

条
例
改
正
、
村
政
功
労
者
顕

彰
に
係
る
人
事
案
件
な
ど

６
件
を
審
議
し
た
結
果
、
全

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
農
業
委
員

会
委
員
の
任
命
に
係
る
人

事
案
件
な
ど
15
件
を
審
議

し
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同

意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
人
の
議
員
か
ら

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

第
２
回

　
定
例
会

第
２
回

　
定
例
会

令
和
５
年

７月９日に落成式を行った第３地区社会教育会館



Shinshinotsu  Village  Assembly  Information

議会通信しんしのつ　No.13233

意

見

書

◎
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

　

行
政
常
任
委
員
会
の
提
案
に

よ
る
意
見
書
案
を
可
決
し
、
政

府
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
、
北

海
道
選
出
国
会
議
員
に
は
陳
情

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

人
　
　
事

◎
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

７
月
19
日
で
任
期
満
了
と
な

る
農
業
委
員
会
委
員
を
、
次
の

14
名
に
任
命
す
る
こ
と
で
同
意

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
７
月
19
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

岡　
　
正
久
新（
第
１
・
上
篠
津
）

古
林　
克
章
新（
第
１
・
川
上
）

吉
田　
利
幸
③（
第
２
・
黎
明
）

市
村　
能
孝
新（
第
３
・
下
達
布
）

米
林　
英
昭
新（
第
３
・
新
西
篠
津
）

岡
崎　
繁
章
新（
第
３
・
西
篠
津
）

松
岡　
和
博
③（
第
４
・
西
原
）

谷
口　
洋
平
②（
第
４
・
中
原
）

髙
橋　
　
肇
④（
第
５
・
新
樺
）

渋
谷　
　
紅
③（
第
５
・
新
高
倉
）

山
田　
晃
樹
③（
第
５
・
西
高
倉
）

市
川　
英
俊
新（
新
篠
津
村
農
協
）

今
田　
浩
二
③（
新
篠
津
土
地
改
良
区
）

菊
池
寿
美
子
新（
新
篠
津
村
商
工
会
）

（
敬
称
省
略
）

※
〇
内
の
数
字
は
就
任
回
数

第
２
回
臨
時
会

（
５
月
30
日
）

専
決
処
分

◎
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
13
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

４
１
２
４
万
円

・
公
共
施
設
営
繕
基
金
積
立
金

１
億
３
１
０
０
万
円

・
森
林
環
境
基
金
積
立
金32

万
円

・‌�

村
道
・
公
共
施
設
除
排
雪
業

務
委
託
料

△
１
５
０
４
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

１
億
５
６
９
７
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

43
億
７
２
７
８
万
円

◎
新
篠
津
村
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
村
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

条
例
改
正

◎
新
篠
津
村
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健
康
保

険
税
の
適
正
賦
課
と
保
険
基
盤

の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
低
所

得
者
に
お
け
る
保
険
税
の
算
定

に
係
る
軽
減
判
定
基
準
を
見
直

す
と
と
も
に
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
に
係
る
課
税
限
度
額
の

引
き
上
げ
及
び
医
療
分
の
税
率

に
つ
い
て
所
要
の
改
定
を
行
う

た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
額
を
改
定
す
る

こ
と
と
す
る
た
め
、
本
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

◎
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
０
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１

０
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

36
億
２
０
８
５
万
円

【
６
月
】

12
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

15
日	

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
・
議
長
事
務
局

研
修
会

19
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
２
回
村
議
会
定
例
会

（
初
日
）

	

行
政
常
任
委
員
会

22
日	

新
篠
津
消
防
団
訓
練
大
会

23
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
２
回
村
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

28
日	

新
篠
津
村
人
会

〈
ふ
る
里
の
会
〉

【
７
月
】

４
日	

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

議
会
議
員
研
修
会

９
日	

第
３
地
区
社
会
教
育
会
館

落
成
式

11
日	

平
和
祈
念
戦
没
者
慰
霊
祭

19
日	

新
任
議
員
研
修
会

22
日	

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
総
合
開
会
式

25
日	

議
員
協
議
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

村長から辞令書を交付される農業委員会委員

議
会
日
誌
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○
大
塚
議
員　
質
問

日
本
の
不
登
校
の
小
中
学
生

が
文
部
科
学
省
の
２
０
２
１
年

度「
問
題
行
動
・
不
登
校
調
査
」

の
結
果
で
、
20
万
人
を
越
え
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
各
市

町
村
で
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ

て
い
る
。

江
別
市
で
は
学
校
に
行
き
た

く
て
も
行
け
な
い
子
の
た
め

に
、江
別
市
適
応
指
導
教
室「
す

ぽ
っ
と
ケ
ア
」
を
開
設
し
て
支

援
し
て
い
る
。

村
と
し
て
も
不
登
校
へ
の
支

援
を
議
論
か
ら
具
体
的
な
支
援

に
切
り
替
え
る
時
期
に
来
て
い

る
し
、
出
来
な
い
な
ら
出
来
な

い
で
は
っ
き
り
す
べ
き
だ
と
思

う
。
困
っ
て
い
る
子
供
た
ち
や

保
護
者
を
ど
う
支
援
し
て
い
く

の
か
教
育
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺

い
た
い
。

○
荒
谷
教
育
長　
答
弁

本
村
は
小
中
一
貫
教
育
を
実

践
し
て
お
り
、
９
年
間
の
「
学

び
・
育
ち
」
を
ス
ロ
ー
プ
化
し

た
な
か
で
教
育
課
程
を
編
成
し
、

日
々
教
育
活
動
を
実
践
し
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
へ
の
段
差
と
い
わ
れ
る

い
わ
ゆ
る
ギ
ャ
ッ
プ
を
円
滑
に

乗
り
越
え
る
た
め
に
、
乗
り
入

れ
授
業
や
小
学
校
で
の
教
科
担

任
制
度
な
ど
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
。

現
在
、
中
学
校
で
は
全
生
徒

に
対
し
て
Ｓ
Ｃ
（
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
有
効
に
活
用

　令和５年第２回村議会定例会が６月19日から23日の５日間の日程で開催され、議会最終日に４人の
議員が一般質問し、石塚村長・荒谷教育長に答弁を求めました。
（紙面の都合上、要約し掲載しています。）

村政のここが聞きたい
～４人の議員から６項目を問う～

一般
質問

一般
質問

大塚　裕樹 議員

１　大塚　裕樹　議員
　①‌�小中学校の不登校支援について
　②少子化高齢化、人口対策での若者支援について
　③若手人材確保に向けた奨学金の償還支援制度について

２　竹村　清一　議員
　①保育所に関しての今後について

３　北川　哲也　議員
　①‌�運動公園大型遊具設置について

４　南部　隆志　議員
　①‌�マイナンバーカードについて

不登校への支援を議論から

　支援に切り替える時期では

ＳＣを活用しながら

　組織的に対応を図っている

Q

A
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し
な
が
ら
、
学
級
担
任
だ
け
で

な
く
、
校
長
、
教
頭
、
養
護
教

諭
、
副
担
任
、
生
徒
指
導
主
事
、

進
路
指
導
主
事
が
一
体
と
な
っ

て
組
織
的
に
対
応
を
図
っ
て
お

り
、
現
状
に
お
い
て
成
果
を
上

げ
て
い
る
。

一
学
期
の
現
段
階
で
の
状
況

の
み
で
対
応
を
判
断
す
る
こ
と

な
く
、
学
校
生
活
状
況
を
把
握

し
な
が
ら
適
切
に
判
断
し
、支
援

策
を
学
校
側
と
協
議
し
て
い
く
。

○
大
塚
議
員　
質
問

今
、
日
本
の
若
者
の
未
婚
率

が
年
々
高
ま
っ
て
来
て
い
る
。

日
本
社
会
は
、
年
功
序
列
型

賃
金
制
度
が
残
っ
て
お
り
、
若

い
方
の
給
料
が
安
い
の
で
年
収

が
少
な
く
、
そ
の
こ
と
が
恋
愛

や
結
婚
に
影
響
す
る
こ
と
が
統

計
的
に
分
か
っ
て
来
て
い
る
。

村
と
し
て
も
花
嫁
対
策
に
年

間
60
万
円
程
度
は
こ
の
世
代
の

人
た
ち
に
予
算
は
付
け
て
い
る

が
、
村
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

る
若
い
独
身
の
方
々
の
所
得
向

上
の
た
め
に
企
業
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
分
と
同
じ
額
の
助
成
や

家
賃
の
半
額
補
助
、
ま
た
、
定

住
対
策
な
ど
の
名
目
で
、
毎
月

５
千
～
１
万
円
程
度
、
最
長
３

～
５
年
間
位
直
接
支
援
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

若
い
独
身
者
の
所
得
向
上
の

た
め
に
金
銭
的
支
援
を
す
る
こ

と
も
一
つ
の
方
法
で
は
あ
る
が
、

一
時
的
な
金
銭
的
支
援
が
、
働

く
若
者
の
交
際
意
欲
や
結
婚
意

識
の
向
上
に
繋
が
る
方
法
と
も

言
い
難
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で

も
あ
る
。

働
く
若
者
へ
の
結
婚
な
ど
へ

の
支
援
と
し
て
、
農
業
担
い
手

セ
ン
タ
ー
で
取
り
組
ん
で
い
る

農
家
青
年
へ
の
婚
活
サ
ポ
ー
ト

を
継
続
し
な
が
ら
、
村
内
の
職

場
間
で
の
若
者
の
交
流
機
会
の

創
出
も
必
要
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
。

地
域
で
の
若
者
の
力
は
、
村

全
体
を
活
気
づ
か
せ
経
済
の
活

性
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
原
動
力
と
も
な
る
と
考
え

て
い
る
の
で
、
若
者
の
活
躍
の

機
会
や
そ
の
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
各
関
係
者
、
関
係
団

体
な
ど
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
検
討
し
取
り
組
ん
で

い
く
。

○
大
塚
議
員　
質
問

地
元
の
雇
用
を
確
保
す
る
た

め
の
取
組
と
し
て
、
奨
学
金
の

償
還
支
援
で
助
成
金
を
交
付
す

る
町
村
が
多
く
、
奨
学
金
を
利

用
し
て
進
学
し
た
子
ど
も
た
ち

が
地
元
に
戻
っ
て
き
や
す
い
環

境
を
整
え
村
内
に
お
け
る
就
業

の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
奨
学

資
金
償
還
支
援
制
度
を
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

村
の
事
業
者
も
雇
用
確
保
に

非
常
に
困
っ
て
い
る
現
状
で
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
村
に

戻
っ
て
ほ
し
い
気
持
ち
も
あ
る
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
で

疲
弊
し
て
い
る
な
か
で
、
人
口

対
策
と
地
元
の
雇
用
を
守
る
こ

と
は
、
村
長
の
柱
の
政
策
で
も

あ
る
の
で
、
即
来
年
度
か
ら
実

施
し
て
ほ
し
い
。

村
長
と
し
て
、
地
元
の
雇
用

を
ど
う
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
に
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

道
内
で
も
奨
学
金
返
還
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
が

数
多
く
あ
り
、
そ
の
形
態
は

様
々
で
あ
る
。

制
度
の
運
用
方
法
は
、
自
治

体
と
し
て
だ
け
の
支
援
の
仕
組

み
に
よ
ら
ず
、
各
企
業
や
事
業

所
と
連
携
し
た
制
度
設
計
が
必

要
で
あ
る
し
、
何
よ
り
若
者
が

そ
の
会
社
で
働
き
た
い
と
感
じ
、

選
ば
れ
る
会
社
組
織
で
な
い
と

働
く
方
も
来
て
も
ら
え
な
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
各
企
業
や

事
業
所
と
し
て
も
魅
力
あ
る
職

場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
頂
き

た
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。本

村
と
し
て
も
、
人
口
減
少

の
歯
止
め
、
地
域
で
の
雇
用
と

そ
の
定
着
が
重
要
な
取
り
組
み

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
団

体
等
に
も
ご
意
見
を
頂
き
、
こ

れ
ら
制
度
の
効
果
と
必
要
性
を

検
討
す
る
。

頑張る若い村の独身者へ

　所得の向上に直接支援を

他の政策も含め

　取り組み方を考えていく

Q

A

奨学金を助成することで

　村の雇用が守られるのでは

制度の効果と必要性を

　　企業などと検討していく

Q

A

質問をする大塚議員（行政常任委員長）
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○
竹
村
議
員　
質
問

保
育
所
の
指
定
管
理
者
を
公

募
し
て
、一
団
体
の
み
の
応
募
か

ら
学
校
法
人
小
寺
学
園
が
選
定

さ
れ
、村
で
は
、保
育
所
に
通
う

保
護
者
の
意
見
を
聞
き
入
れ
、園

児
の
教
育
向
上
も
視
野
に
お
き
、

今
後
、認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行

す
る
考
え
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
現
在
通
っ
て
い

る
園
児
の
親
の
話
を
聞
く
と
説

明
が
足
り
な
い
等
の
声
が
聞
こ

え
て
く
る
。

村
で
も
子
ど
も
た
ち
の
人
数

が
減
り
、
統
合
と
い
う
話
も
聞

こ
え
て
く
る
が
、
統
合
の
時
期

も
あ
わ
せ
て
今
と
変
わ
る
状
況

に
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
最

低
限
、
今
通
っ
て
い
る
保
護
者

に
対
し
て
安
心
し
て
子
ど
も
た

ち
を
預
け
ら
れ
る
説
明
と
納
得

し
て
も
ら
え
る
細
か
い
対
応
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

指
定
管
理
者
候
補
の
選
定
理

由
と
し
て
は
、
審
査
基
準
を
満

た
す
た
め
の
十
分
な
能
力
が
あ

る
と
判
断
し
た
こ
と
と
、
北
海

道
私
立
幼
稚
園
や
江
別
・
札
幌

の
幼
稚
園
か
ら
の
相
談
、
協
力

や
幼
児
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
て
い
る
法
人
と
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
保
育
を
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
指
す
と

こ
ろ
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
一

歩
が
、
踏
み
出
せ
る
と
判
断
し

た
た
め
、
こ
の
度
「
指
定
管
理

者
の
仮
協
定
書
」を
締
結
し
た
。

ま
た
、
村
内
保
育
所
を
１
つ

に
統
合
す
る
こ
と
は
、
保
育
士

の
配
置
や
確
保
、
一
時
保
育
な

ど
の
対
応
も
可
能
と
な
る
し
、

保
育
士
へ
の
休
暇
や
福
利
厚
生

な
ど
に
も
寄
与
し
て
い
く
と
考

え
て
い
る
。

統
合
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
と
の
協
議
を
し
な
が
ら
、

で
き
る
限
り
早
い
時
期
を
考
え

て
お
り
、
保
護
者
に
対
し
て
は
、

２
月
か
ら
６
月
迄
に
保
護
者
会

な
ど
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
を
捉
え
５
回
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
不
安
や
負
担
の
な
い

よ
う
、ま
た
わ
か
り
や
す
い
説
明

を
日
程
調
整
を
し
な
が
ら
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
北
川
議
員　
質
問

運
動
公
園
に
大
型
遊
具
の
設

置
が
決
定
し
て
い
る
が
、
村
民

か
ら
は
、
あ
の
よ
う
な
場
所
に

大
型
遊
具
を
設
置
し
て
、
人
目

に
も
つ
か
ず
危
険
。
道
道
を
渡

る
の
に
も
結
構
な
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
て
い
る
車
も
い
て
、
そ
こ

を
横
断
す
る
の
が
危
な
い
と
、

母
親
目
線
の
声
を
聞
い
て
い
る
。

小
学
校
児
童
と
保
育
所
園
児

の
保
護
者
宛
て
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
３
つ
の
遊

具
案
以
外
に
記
入
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
運
動
公
園
以
外
の
場

所
の
選
択
肢
や
意
見
要
望
を
記

入
す
る
欄
も
な
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、

本
当
に
安
全
で
安
心
し
て
遊
べ

る
遊
具
設
置
が
で
き
る
の
か
疑

問
で
あ
り
、
村
民
は
身
近
な
今

あ
る
公
園
の
整
備
を
望
ん
で
い

る
と
思
う
が
、
そ
の
た
め
の
検

討
は
考
え
て
い
る
の
か
。

今
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
設

置
場
所
を
再
検
討
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

運
動
公
園
が
大
型
遊
具
の
設

置
場
所
と
し
て
最
適
な
場
所
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

す
く
す
く
保
育
所
も
近
い
こ

と
か
ら
入
所
園
児
の
遊
び
の
場

と
し
て
の
利
用
も
考
え
ら
れ
、

野
球
場
・
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
の

既
存
の
施
設
に
加
え
て
遊
具
の

整
備
に
よ
っ
て
、
幼
児
か
ら
大

認定こども園への移行が検討されている
すくすく保育所

一般
質問

竹村　清一 議員

一般
質問

北川　哲也 議員

子どもを預ける保護者が

　　　安心と納得できる対応を

今後も不安や負担のないよう

　　分かりやすい説明を行なう

Q

A

大型遊具設置場所を

　再検討する考えはないのか

運動公園に設置することが

　　最適であると思っている

Q

A
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人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
今
以
上

に
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
管
理
人
が
常
駐
し
て

い
る
こ
と
も
利
用
者
に
と
っ
て

大
き
な
安
心
材
料
と
な
る
。

道
道
の
横
断
が
危
険
で
あ
る

と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、
中
学

校
周
辺
は
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
と

し
て
事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
交
通

安
全
の
重
点
地
域
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
さ
ら
に
、
ス
ピ
ー

ド
減
速
を
呼
び
掛
け
る
標
識
な

ど
の
対
策
を
考
え
た
い
。

ま
た
、
大
型
遊
具
施
設
の
完

成
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
方
も

い
る
の
で
、
運
動
公
園
内
の
安

全
性
を
確
保
し
万
全
な
体
制
で

本
事
業
を
進
め
て
い
く
。

○
南
部
議
員　
質
問

本
村
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
数
、
取
得
率
、

取
得
に
伴
う
問
題
に
つ
い
て
の

有
無
に
つ
い
て
、
特
に
家
族
名

義
に
関
し
て
は
申
請
者
の
子
供

や
高
齢
者
両
親
な
ど
に
対
す
る

配
慮
か
ら
別
人
の
口
座
登
録
を

し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思

わ
れ
る
が
ど
う
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

本
村
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
交
付
数
は
、
令

和
５
年
４
月
末
時
点
で
の
交
付

枚
数
は
２
０
５
８
枚
で
、
交
付

率
は
70
・６
％
。（
全
国
、
８
７

９
０
万
枚
69
・８
％
。）

５
月
25
日
現
在
の
状
況
は
、

２
１
１
０
枚
で
交
付
率
74
・
４

％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
別
人
の
情
報
を
交
付
し

た
証
明
書
問
題
や
登
録
手
続
き

で
別
人
の
情
報
を
紐
付
け
保
険

証
問
題
、
登
録
手
続
き
の
際
に

家
族
名
義
や
別
人
の
口
座
登
録

に
よ
る
公
金
受
取
口
座
問
題
、

登
録
手
続
き
で
別
人
の
口
座
登

録
し
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
や
記
録

閲
覧
可
能
に
な
っ
た
年
金
問
題
。

コ
ン
ビ
ニ
か
ら
証
明
書
を
取

得
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
村
で
は

行
っ
て
お
ら
ず
、こ
れ
ら
の
事
案

は
事
実
確
認
が
さ
れ
て
い
な
い
。

本
村
と
し
て
は
、
引
続
き
、

信
頼
と
徹
底
し
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
、
個
人
の
権
利
保

護
の
観
点
か
ら
間
違
い
を
起
こ

さ
ぬ
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力

し
て
い
く
。

一般
質問

南部　隆志 議員

マイナンバーカード

　　　　問題の有無について

個人権利保護の観点から

　間違いを起こさぬよう努める

Q

A

今年度内に遊具が設置される予定の運動公園

議
会
の
動
き

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

　

令
和
５
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会
が
５
月
23
日
、
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
、
山
元
栄
議
長
と
南
部
隆
志
副
議

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
全
国
か
ら
約
千
３

百
名
の
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
が

参
加
し
「
町
村
議
会
の
課
題
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

大
正
大
学
社
会
共
生
学
部
教
授 

江

藤
俊
昭
氏
に
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
ス
ク
ー
ル
協
会
理
事 

若
宮
正
子

氏
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
が
７
月
４

日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
議
員
及
び
議

会
事
務
局
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

危
機
後
の
世
界
と
日
本
」
を
テ
ー

マ
に
、
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世

紀
研
究
機
構 

理
事
長 

五
百
旗
頭 

真
（
い
お
き
べ 

ま
こ
と
）
氏
と
、

「
日
本
政
治
の
舞
台
裏
」
を
テ
ー

マ
に
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
田

﨑
史
郎
氏
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

東京国際フォーラムでの研修会札幌コンベンションセンターでの研修会
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議
会
通
信
し
ん
し
の
つ　

 （
令
和
５
年
８
月
１
日
発
行
）

令和5年 第3回定例会のお知らせ

  ９月６日（水）
～９月15日（金）予定   　

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

　
☎（
０
１
２
６
）　　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
　

５
７-

２
１
１
１

編
集
後
記

第
３
地
区
社
会
教
育
会
館
が
改

築
さ
れ
先
月
、
７
月
９
日
、
落
成

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
中
心
と
し
て
活
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
大
き
な
災
害
時
に
は

区
民
の
命
を
守
る
施
設
と
し
て
、

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
会
館
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
ふ
れ
た
災
害
時
の
こ
と

で
す
が
、
皆
さ
ん
は
災
害
時
に
備

え
た
準
備
を
ど
の
程
度
し
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
全
国
各
地

で
、
地
震
や
大
雨
で
の
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

幸
い
に
も
本
村
で
は
近
年
、
大

き
な
災
害
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る

予
想
が
つ
か
な
い
の
で
、
日
ご
ろ

か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ

と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
２
年
位
前
か
ら
水
や

非
常
食
の
備
蓄
を
始
め
ま
し
た
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
災
害
に
備
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
議
会
広
報
特
別
委
員
も

新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
変
わ
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
皆
さ
ん
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
議
会
通

信
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。�

（
林　
記
）

どなたでも傍聴
できます。
皆さんのご来庁
をお待ちしてお
ります。

議会とは？
「住み良いまち」これは村民の皆さんの共通した願いです。そのためには、村の政治
について、皆さんで話し合い、実践していかなければなりません。しかし、村民の皆
さんが全員集まって話し合うことはできませんので、皆さんの声を村政に反映させる
ため、代表として選ばれた村議会議員が話し合いを行っています。これが村議会です。
　議会は、村政を進めていくうえで大切な事柄を決める議決機関です。一方、実際の
村政を進めていくのは村長です。こちらは執行機関といいます。
　例えば、村長が新しい事業を行うための予算を提案しても議会の決定がなければ執
行することができません。
　議会と村長の関係はよく車の両輪にたとえられ、両者はお互いに独立した立場に
あって、それぞれ協力しながら、より良い村政を進めるようにしています。

議会の権限とは？
「議決権」－ ‌�執行機関が仕事を進めるにあたり、村議会の議決を必要とするものは、

⑴条例の制定または改正・廃止するとき、⑵予算を定めたり、補正する
とき、⑶５千万円以上の工事などの契約を締結するとき、⑷重要な財産
の取得又は処分するとき、⑸前年度の決算を認めるかどうかのとき　な
どです。

「同意権」－ ‌�村長が選任する重要な人事（副村長、監査委員、教育委員など）は、事前
に村議会の同意が必要です。

「選挙権」－議長、副議長のほか、選挙管理委員等の選挙をします。
「調査権、検査権」－議会の議決どおりに村の仕事が行われたかどうか調べます。
「その他の主な権限」－ ‌�請願・陳情を受理し処理する権限や意見書の提出権などがあ

ります。

議会 Q&A
Q

Q

A

A


